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２０１３（平成２５）年度 

第１５回福岡県小中特別支援学校事務職員研究大会 

開催について（第２次案内） 

 

 

 秋涼の候、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平

素より、本会の研究活動に格別のご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

さて、「第１６回福岡県小中特別支援学校事務職員研究大会」開催につきましては、過日

第１次案内をお知らせしたところですが、このたび分科会内容、申し込み要領が確定いた

しましたので、ここに第２次案内として再度お知らせいたします。 

あらためて多くの皆様のご参加をお願いするとともに、貴所属職員の参加につきまして、

特段のご配慮をいただきますよう重ねてお願い申し上げます。 



平成 25 年 10 月 10 日 

各教育事務所長 様 
各市町村教育長 様 
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教 育 関 係 者 様 
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２０１３（平成２５）年度 

第１６回福岡県小中特別支援学校事務職員研究大会 

開催要項（第２次案内） 

 

 

１．大会テーマ 「子どもの豊かな育ちを支援する学校事務」   
            
２．目 的    これからの公教育がめざす方向性の中で、学校事務職員が果たすべき

役割を確認するとともに、各地区の事務実践の交流を通じて、県内学校

事務職員の課題と展望を考えます。 
 

３．主 催   福岡県小中特別支援学校事務職員研究会 
 

４．後 援    福岡県教育委員会／福岡市教育委員会／北九州市教育委員会   
                                

５．期 日   平成２５年１２月１３日（金曜日） 受付１０：００～ 
 
６．会 場    都久志会館（主会場） 福岡市中央区天神 4 丁目 8 番地 10           
        天神クリスタルビル大ホール 福岡市中央区天神 4丁目 6番 7号 

７．日 程 

10:00 10:20    10:45      12:15 12:20  13:20      14:50  15:05      16:35 

 

８．参加者   公立小・中・特別支援学校事務職員 
教育委員会事務局職員及び教育関係機関職員 

            
９．内 容          
（１） 講  演   九州大学 総務部長  松 浦 晃 幸 氏  

「学校運営における事務職員の役割」（仮題） 
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（２）分科会とその概要  

第 1 分 科 会  （定員 200） 

『伝えよう、広げよう、あなたのアイデア』 

■テーマフリーのショート・プレゼンテーション 

   業務の改善や組織の改革には、ヒントになるアイデアがあります。日常の些細な

思いつきや、自分にとってのあたりまえの実践が、他のひとには斬新なものに思え

ることもあります。大きな研究報告ではなく、小さな発言を数多く発信することが、

この分科会の特徴です。もちろん組織研究のダイジェストもあります。 

■演題の紹介 

／はじめての異動で私が感じたこと／学校事務の関係法規から学校事務の仕事を理解

する／Excel を使った便利ソフトの紹介／保護者向けの「事務室便り」を通して／ICT
を活用した学校事務／事務職員の行動指標／見える・魅せる仕事論／超現実的事務職

員概論～教育を支援することを改めて考える～／  
 

第 ２ 分 科 会 （定員 300） 

『学校事務職員の強みとは？―専門領域としての学校財務と共同実施―』 

助言者 福岡教育大学 准教授 大 竹 晋 吾 氏 

■シンポジウム 

複数のシンポジストが各地区の学校財務事務についての実践を報告し、共同実施、地

教委、PTAや地域との関係、保護者負担軽減、研修体制などの現状と課題を整理します。 

■学校事務職員の専門性 

専門領域としての財務事務にほぼ一人で対応している強みを生かして、職としての専

門性を探求するとともに、それを担保する研修のあり方等を、会場の参加者とともに

考えていきます。 

第 ３ 分 科 会 （定員 150） 

『学校事務職員を考える』（仮題） 

講師 北九州市立大学キャリアセンター 准教授 見 舘 好 隆 氏 

■ワークショップによる問題解決 

講師の見舘先生は、民間企業（旅行会社・インターネットプロバイダ）で15年間、

人事やプロデューサーなどを経験後、首都大学東京・一橋大学を経て、現職にありま

す。専門は若年者のキャリア形成支援、キャリア教育・地域をテーマにしたＰＢＬ（問

題解決学習）など。今回は共同実施の実践内容等を素材に、少人数に分かれたグルー

プ学習を効果的に進めながら、課題解決を図っていきます。 

 

１０．参加申込み          
（１）福事研のホームページ（ http://fukujiken.com/ ）を介して申込を受け付けます。

指示に従って、入力してください。 申込期間 10 月 10 日（木）～10 月 31 日（木） 

（２）会員外の参加希望者も申込できますが、参加費 1,000 円を当日いただきます。 

（３）問い合わせ先 

          事務局 橋本 勉（田川市立伊田中学校）あて 

       メール （ ita-j@city.tagawa.fukuoka.jp ） 電話（ 0947－44－1088 ）  

 以上 




